
一般ワークショップ開催報告 
区分 内容 

趣旨 

より広く多くの市民に本の楽しさを届けることを目的として、なごやアクティブ・

ライブラリー構想をつくったことから、市民が人生において、より身近となる図書

館とどのように付き合うのかについて考える 

日時 平成 30年 12月 16日（日）13:30～16:30 

参加者 
一般参加者 6人、大学生 6人、ボランティア 11人、司書 4人 

計 27人が 5グループに分かれて参加 

テーマ 私と図書館 

課題 

課題１ 「私と図書館の思い出」を振り返ろう 

各々の図書館に関する思い出を発表し、各年代共通で似たような利用をしてい

ること、または年代により違った利用をしていることなどを確認し合う 

課題２ 「こんな図書館になったらいいな」というアイデアを話し合おう 

理想の図書館のアイデアについて、どの人生ステージ（課題３参照）向けなの

かを意識しながら話し合う 

課題３ 「私と図書館の物語 －こんな図書館になったらいいな－」を作ろう 

くじで割り振られた人生ステージごとに、日常生活の中での図書館との関わり

について、物語を創作する 

発表 

内容 

グループ１ 

年代 小・中学生【小学４年生】 

 テーマ 調べ学習（地域の歴史） 

 内容 地域の歴史について調べ学習をすることになった小学４年生が、母親の

助言で図書館の司書に相談する物語 

グループ２ 

年代 高校・大学生【高校生】 

テーマ 受験 

内容 甲子園１回戦負けした高校生が受験に向けて彼女と図書館に通い、志望校

に２人とも合格する物語 

グループ３ 

年代 子育て世代【転勤後の両親】 

テーマ 地域の中心＝図書館がつなぐ子育て 

内容 転勤したばかりで知り合いの少ない両親が図書館主催の子育てサロンに

参加し、地域住民とつながっていく物語 

グループ４ 

年代 ビジネス世代【ビジネスマン（女性）】 

テーマ 転職を考えている中年ビジネスマンに役立つ図書館 

内容 転職を考えるビジネスマンが情報収集・スキル習得・ビジネス相談窓口と

の連携により転職、起業する物語 

グループ５ 

年代 セカンドライフ世代【ロングセカンドライフ】 

テーマ 本の中から気に入った言葉を書き集める 

内容 体調を崩してリハビリ中の主人公が図書館に入ったことがきっかけで、ボ

ランティア講座に参加し、おはなし会や郷土史作成に関わっていく物語 

 


